
 

 

中山地区公民館だより 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・館長のひとりごと・・・・ NO.32 おわり  

あっという間に季節は弥生３月。漆地区の梅の開花も昨年より１週間以上も早いよ
うだ。このまま暖かくなると良いのだが・・・。ところで、この時期毎週のように公
民館行事が開催されています。先日も「佐礼谷ふるさとまつり」が開催され、多くの
来場者で笑いと活気にあふれた一日となりました。今年も子どもたちは劇・地区の出
し物・太鼓に万歳と大活躍。子どもたちは大変だろうが、地域の皆さんは子どもたち
から元気をもらっているように感じられた。今年の高学年の劇はとても感動的で歌声
も立派なミュージカルに涙を浮かべる来場者も・・・そしてもう一つが出し物から今
の流行を感じられること。でも平成最後の今年は、昭和・平成の時代を振り返るかの
ように懐かしい出し物で楽しませて頂いた。 
さて、今年度も後一ヶ月余り。これまで３年間 32 回続けてきた、この「館長のひ

とりごと」のコーナーは今月号を持ってピリオドを打つこととなりました。読んで頂
いた皆様、声をかけて下さった皆様に深く感謝を申し上げます。 

 

中山地区公民館 
伊予市中山町出渕 2-138-1 

T E L  967-1111 

F A X  967-1101 

中山町（１月末現在） 

人 口 2,954 人(-4) 

男性 1,402 人(-4) 

女性 1,552 人(-0) 

世帯数 1,334 戸(-3) 

 

 

ななかかややままタタイイムムスス 

～中山町のむかしばなし～ 
（第４回 中山栗の起源と黒岩嶽観音様） 

中山町に伝わる民話や伝説をご紹介します ２０１９年３月号 

そもそも中山栗の由来は、今から４００年ほど前、寛永年間徳川三代将軍家光の頃にさかのぼります。大洲藩主加
藤泰興公が、参勤交代の際に、江戸詰め奉公人として高岡在住の太兵衛という人が加わり随行しました。太兵衛は当
地産の栗を手土産として持参し、お側用人を通じて藩主泰興公に献上すると大変喜ばれました。そして藩主は江戸到
着後、将軍家光公にこの栗を献上したところ、家光公は殊の外喜ばれ、お礼の言葉を賜り誉れを高めたと言います。
さて、奉公人太兵衛は無事勤めを果たして帰国に際し、観音様を持ち帰り、中山の黒岩嶽に奉斎しご利益を人々に与
えたということです。 
 今でも、４月１８日と８月１８日の縁日には、高岡地区の方々がお世話をして参拝しています。（中山史談会） 
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「第１１回 峠のつるし雛展」のお知らせ 

日時：３月３０日（土）・３１日（日） 

９：３０～1６：３０まで 

・つるし雛展 木工品各種 板類展示

販売 ひな豆 等の特産品販売 

（都合により変更となる場合があります） 

場所：佐礼谷犬寄 Ｒｅぽっち工房 

主催：さげもん倶楽部・マウス倶楽部 

「黄色い丘」の看板が目印 

「第４４回 佐礼谷ふるさとまつり」 
２月１０日（日）、佐礼谷小学校体育館で

「第４４回佐礼谷ふるさとまつり」が行われ
ました。 
 当日は、小学生・保育園児による学芸会の
他、グループによるアトラクション、各分館
の出し物等があり、地区内外から約 360 人
の来場者で終日賑わいました。 
（写真は分館の出し物） 

 

 

 

～学校と地域が一体となり創意工夫しながら継続を～ 

 
 

中山地区公民館佐礼谷支館 

宮本 清隆 支館長 

榎峠・竹之内分館の劇 「野に咲く花のように」 

村中分館の踊り「ザ・村中 2019」 

赤海・犬寄分館の踊り・歌「ドッグ（犬）・ボア（猪）ショー 
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昨年の「峠のつるし雛展」 

今年度も佐礼谷支館三大事業の一つ「佐礼谷ふるさとまつり」を無事終えることが出来ま
した。 
 今回も遠くは松山・内子方面など町内外から沢山の皆さんにお越しいただき、約 360 人の
来場者で盛大に開催できましたこと大変うれしく思います。 
 毎年少しずつですが、内容に変化を付けマンネリ化にならないよう試行錯誤しながら、既
に我が公民館部長が第４５回に向けて奮闘中です。 
この「ふるさとまつり」の始まりは「ふるさと大会」という名の事業で開催しておりまし

たが、イベント事は競うことではなく、祭り事だと諸先輩が改名して下さいました。 
人口減少が著しい佐礼谷地域。現在人口は約５４０人。子どもたちも少ない中、地域が一

つになって楽しむ大切な行事。これからも学校と地域が一体となり一年でも長く創意工夫し
ながら地域挙げて前向きに取り組んでいきたいと思います。 

1 金
2 土

3 日
野中支館視察研修
永木支館一斉清掃

4 月
5 火 中山老人クラブ友愛訪問

6 水
7 木
8 金
9 土 第５４回野中老連クロッケー大会

10 日 中山成人大学視察研修

11 月
12 火
13 水
14 木
15 金 中学校卒業式

16 土
17 日
18 月
19 火
20 水
21 木 春分の日

22 金 小学校卒業式

23 土
24 日
25 月 小中学校修了式

26 火
27 水
28 木
29 金
30 土 第１１回峠のつるし雛展（３１日まで）

31 日

３月の行事予定



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

  

 

 

クロッケー大会参加の皆さん 
榎峠に設置された大門松 消火栓の取扱いを学ぶ皆さん 

ハ―バリウム作りを行う皆さん

加者 

   

 
 

 

女性団体主催「中山ふれあいフォーラム」 平沢集落 「ミカン丸体操」で健康づくり 「わんぱく塾」移動体験学習に行きました 「伊予市生涯学習推進大会」を開催 

２月６日（水）、平沢集会所で健康増進や介護予防な
どを目指して、楽しく取り組める「ミカンまる体操」
の体操指導や体力測定などが行われました。 
当日は、地区の皆さんら約３０人が参加。伊予病院 

中野理学療法士の指導により、「伊予おどり」の曲に合
わせて椅子に座ったままできる、立つ・歩くといった
動作に重要なお腹や太ももを鍛える体操に取り組んで
いました。 

２月１６日（土）、中山・佐礼谷わんぱく塾生１７人と引
率合わせて２６人が、西予市宇和町の米博物館と大洲市長
浜町の長浜高校水族館へ移動体験学習に出かけました。 
 日頃別々に活動している塾生同士の交流を深めることが
目的。米博物館では長さ約１００ｍの廊下で雑巾かけに挑
戦。子どもたちは「こんなにしんどいとは・・」と、口々
に呟いていました。また、長浜高校水族館では教室の中に
設置された水槽に珍しい魚が所狭しと展示されており、高
校生の説明に聞き入っていました。 

２月９日（土）、ウエルピア伊予で関係者約３５０人が参
加して、「地域の人づくり、心づくり」をテーマに「平成３
０年度伊予市生涯学習推進大会」が開催されました。 
 シンポジュウムでは「伊予市歴史文化の会」「地域新聞み
あき制作委員会」の代表による実践発表が行われ、来場者
から大きな拍手が送られていました。 
また会場ロビーでは、各地区公民館等の活動を紹介した

パネルを展示。中山地区公民館の紹介パネルにも来場者が
熱心に見入っていました。 

２月１７日（日）、中山地区公民館大ホールで伊予市

中山町女性団体連絡協議会主催による「中山ふれあい

フォーラム」が開催されました。 

 当日は、認定笑いヨガティーチャーの玉井千恵さん

を講師に迎え、「笑トレで体も心もリフレッシュ」と題

して、簡単にできるヨガ体操の実技を交えた講演に、

参加者された約５０人の皆さんが笑顔で取り組んでい

ました。 

「第第第 444４４４回回回   佐佐佐礼礼礼谷谷谷ふふふるるるさささとととまままつつつりりり」 
写写写 真真真 特特特 集集集   

 
 

「佐礼谷ひよっとこ連」 

「峠のＯＢＡＪＩＮ太鼓」と佐礼谷小５・６年生の太鼓 

佐礼谷小１・２・３年生の「松づくし」 

佐礼谷地区自主防災会の寸劇 「佐礼谷民謡民舞クラブ」の民舞 

展示コーナーでは書道会、絵手紙、さげもん倶楽部
わんぱく塾、ＳＶＣ、教育後援会、日浦ＦＣ，住民自治環境
部などの作品が多数展示されました。 

学芸会の後に行われた、趣味グループ等による大正
琴踊り、寸劇、太鼓等の熱演をカメラで追いました。 

「佐礼谷わんぱく塾」の「されだに玉すだれ」 

「峠のＯＢＡＪＩＮ太鼓」 梅岡圭古さんの日舞 
「中山歌体操」の歌体操 

「村中万歳保存会」の踊り 

「獅子舞保存会」の獅子舞 

「フレンド」の大正琴 

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス 

米博物館で雑巾がけに挑戦しました 「ミカン丸体操」を体験する平沢集落の皆さん 活動紹介パネルを展示しました 
「ヨガ体操」を行う参加者の皆さん 

「書道会」作品 

「さげもん倶楽部」作品 

絵手紙展 

「佐礼谷わんぱく塾」活動紹介 


